
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社リーベ 就労支援事業所フィオーレ帯広（B 型） 
就労支援事業所フィオーレ帯広は令和元年 10月に開所されました。 

開設から 1年ほど経ち、利用者や作業内容も徐々に増え、今年の 2月 1日からは新たな 

展開としてフィオーレ帯広サテライトも開所されたようです。 

作業内容は山わさびの選別、梱包、配送や図書館の本の製本、手工芸、ポスティング等 

あります。20 代から 70 代まで幅広い年齢層の方が通所しており、その中でも 40 代から 

50代が多いとのことでした。 

B型からステップアップする利用者の支援では、どの段階でステップアップの背中を押すのか、 

関係機関に繋げると良いのか等悩まれているとの率直なお気持ちも聞かせていただきました。 

 

 

管理者の小田島さん
（左）サービス管理責

任者の佐藤さん（右）
にご対応いただきました。 

就労継続支援 B型事業所 
フィオーレ帯広（帯広市） 

就労継続支援 B 型事業所 和幸(B 型) 
精神障がいをお持ちの方が多く利用されており、利用開始時は「まず継続して通所する」 

ことを目標にされる場合が多いようです。そのため、利用者さんが活動しやすいアットホーム 

な雰囲気作りを意識し、静かな場所で小物づくりに集中できる環境を心掛けているそうで 

す。実際にその様子を見学した方が利用につながるケースについてもお話しいただきました。 

一般の方が事業所まで買いに来るほどの完成度で、その様な出来事が利用者さんのモチ 

ベーションにつながっているそうです。 

また、A型や就労移行、一般就労へのステップアップはなかなか難しいという事業所 

の悩みも伺い、今後も利用者さんが仕事のイメージを具体化でき、興味を膨らませられる 

ような機会があれば、積極的に参加したいとのお話もいただきました。 

 

 

 

特定非営利活動法人 愛里の会 就労継続支援 B 型事業所 愛里の会(B 型) 

活動内容は主に食品リサイクルと銅線解体の 2 つで、活動の特性上シンプルな工程で 

集中しやすいことが利用者さんの取り組みやすさや活動を継続することに繋がっていると考 

えているそうです。利用状況としては、精神障がいをお持ちの方が利用希望されて通所に 

至ることが多く、ほとんどの方が継続した通所や段階的に利用日数を増やすことを目標に 

されています。そのため、利用前の見学・体験を通じて利用時のミスマッチを出来るだけ 

減らし、利用中は関係機関から本人との関わり方について相互に情報共有を行うなど、 

継続して活動をしていくための日々の関わりを大切にしているようです。 

今後も利用者さんとの関わりから支援方法を学び、作業活動についての情報も広くアンテ 

ナを張りながら、積極的に新しい提案をしていきたいというお話を伺うことができました。 
 

就労継続支援 B型事業所 
和幸（帯広市） 

就労継続支援 B型事業所 
愛里の会（帯広市） 

就労継続支援 B型事業所 
ワークフロア清柳（帯広市） 

サービス管理責任者

の小栗さんにご対応い

ただきました。 

 

代表理事の岩城さんに

ご対応いただきました。 

就労継続支援 A型・B型事業所 
アースリンク（帯広市） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も訪問を進めて参りますので、よろしくお願いいたします 

合同会社オンリワン 

就労継続支援 B 型 ワークフロア清柳（B 型） 
本年度はコロナ禍であっても、事業所の活動が大きく変化することはなく、活動を継  

続されていたそうです。 

活動内容は、年賀状や名刺、パンフレット、ポスターなどの印刷物をはじめ、ソフトや 

アプリなどの開発もされています。また、パソコン検定を受験できる環境であることもあ 

り、「就職のために資格を取りたい」という明確な目標をもち、将来の就職に必要な 

訓練や就労の機会を意識して活動している様子も伺うことができました。 

今後も、障がいをお持ちの方が参加しやすいパソコンを使用した作業活動を見つけ 

ていきたいとお話いただきました。 
所長の斉藤さんにご

対応いただきました。 

株式会社 アースリンク（A 型・B 型） 

B型の開設から約 2年、昨年には A型も開設されました。現在 B型には 4名の利用者さんが 

登録されており、A型にはまだ登録者がいらっしゃらないということです。利用に関しては、本人の希 

望はもちろん支援者や関係機関を含めて利用することが効果的かどうか、話し合う機会を持つよう 

にされているそうです。 

作業活動は、建築現場での軽作業や外構清掃、ホテル清掃等の施設外就労があり、利用者さ 

んの目的や経験を活かした役割分担をすることで、働く力や気持ちが養われるように支援されてい 

るというお話を伺いました。 

今後も利用者さんや関係機関との対話を大切にしつつ、支援を続けていきたいということでした。 

管理者の梶川さんに 
ご対応いただきました。 


